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採決の結果
賛成 〇
反対 ×
欠席 欠

採決の結果
賛成 〇
反対 ×
欠席 欠

（議長は表決に加わらない）

改　正　前

改　正　後

3.3月

3.4月

どのように
変わるの？

〈
議
案
第
59
号
〉財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

財
政
状
況
の
公
表
を
デ
ジ
タ
ル
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︿
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
﹀

　

財
政
状
況
の
公
表
に
つ
い
て
、現
在
の
条
例
か
ら（
１
）紙
の
広
報

に
限
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
併
せ
て
公
開
で

き
る
規
定（
２
）公
表
時
期
を
６
月
末
と
12
月
末
に
設
定
し
、災
害
等

発
生
時
に
は
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
に
全
部
改
正

す
る
条
例
が
上
程
さ
れ
、賛
成
多
数
で
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

12月定例会上程議案

　

令
和
５
年
第
７
回
市
議
会
定
例

会
は
、12
月
６
日
か
ら
12
月
20
日
ま

で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。主
な
審
議
内
容
に
つ
い

て
、掲
載
し
て
い
ま
す
。

田上茂好　従前の条例では、当初
予算や決算の公表について、具体
的に規定されているが、本改正案
では規定されていない。市財政の
公表はさらに積極的に行い、市民
の理解を図る必要がある。

渡辺敏之　従前の条例で４月と
１０月の公表となっていたもの
を、結果として６月末と１２月末に
先送りもできる規定にしている。
そのことについて納得できる答
弁は得られなかった。

堀本浩司　財政状況の公表について、社会
情勢に応じた方法による公表を可能とし、
天災が発生した際の規定の整備等を行う
ものであり、範囲や方法、媒体の幅を広げる
ものであるため賛成する。

松尾一生　本条例は、（１）年２回の公表対象

期間・公表時期の明示（２）「その他市長が
必要と認める事項」を公表範囲に追加（３）
広報以外の公表方法の追加など、従前の条例
と比べて一歩も二歩も前進した内容となっ
ている。

≪賛成意見≫≪反対意見≫

こんな意見が出ました。

その他の議案（全会一致）

諮問 人権擁護委員候補者の推薦につき
意見を求めることについて

その他

笠戸島ハイツ解体工事請負契約の一部
を変更する契約の締結について

市道路線の認定について

指定管理者の指定について

賛成多数で可決された議案

条例制定 財政状況の公表に関する条例 P2参照

条例改正 市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末
手当に関する条例一部改正 P3参照

４年度
決算認定

一般会計決算 P4参照

国民宿舎特別会計決算 P4参照

介護保険特別会計決算 P6参照

全会一致で可決された議案

予算

一般会計補正予算（第5･6･7号） 
P3参照

国民健康保険特別会計補正予算

介護保険特別会計補正予算

条例改正

市議会議員及び市長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例一部改正

家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例一部改正

特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条
例一部改正

放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例一部改正

職員の給与に関する条例等一部改正

市長等に対する期末手当の支給に関する条
例一部改正

国民健康保険税条例一部改正

４年度
決算認定

水道４事業（水道、工業用水道、簡易水道、
公共下水道）会計決算

国民健康保険特別会計決算

後期高齢者医療特別会計決算

P５
参照

令和６年２月1日 22
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採決の結果
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（議長は表決に加わらない）

採決の結果採決の結果採決の結果採決の結果採決の結果採決の結果採決の結果
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改　正　前

改　正　後

3.3月

3.4月

どのように
変わるの？

〈
議
案
第
58
･
89
号
〉一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
･
６
号
）

〈
議
案
第
93
号
〉下
松
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、費
用
弁
償

及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

米
川
地
域
づ
く
り
拠
点
施
設
用
地
購
入

物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
急
変
世
帯
支
援
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︿
全
会
一
致
で
原
案
可
決
﹀

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を

改
定
　
　
　
　
　
　︿
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
﹀

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
方
針
に
準
じ
、
市
議
会
議
員
の

期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
改
定
す
る
条
例
が
上
程
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

田上茂好　職員の給与は毎日の労働を支える生活給であるが、議員の報酬や手当等は
人事院勧告に準じなければならないとは言えない。議会として議論していくことが必要
であり、安直な対応は避けるべきである。

≪反対意見≫

12
月
定
例
会 〇米川地域づくり拠点施設建設事業費

［補正額1,320万円］
測量により登記簿面積より購入面積が増加
面積：5,841㎡→6,619㎡

〇中学校給食センター管理運営費

［補正額5,990万円］
老朽化に伴う
システム洗浄機の更新

〇物価高騰対応重点支援給付金給付
　事業費
［補正額3億7,637万円］
令和５年度の住民税非課税世帯及び家計
急変世帯等に１世帯当たり７万円を支給
する。

≪企画総務委員会 質疑≫

議員 米川地域づくり拠点施
設 建 設 の 今 後 の ス ケ
ジュールは。

市 今年度用地買収を終え、
令和８年度に建設工事
を行う予定としている。

≪企画総務委員会 質疑≫

議員 中 学 校 給 食 センター
の シス テム 洗 浄 機 に
ついて更新時期は。

市 給食の提供に影響が
出ないよう、７・８月
の夏休み期間を予定し
ている。

≪本会議 質疑≫

議員 家計急変世帯の見込みはどうか。

市 ５０世帯を見込んでいる。

議員 給付のスケジュールはどうか。

市 最短で１月末頃の振込を予定している。

米川拠点施設用地購入

給食センター洗浄機購入

物価高騰による給付事業

補正予算ピックアップ

補正予算ピックアップ

補正予算ピックアップ

令和６年２月１日33



令和４年度会計決算の認定について
令和４年度一般会計決算は歳入総額約２５３億
円、歳出総額約２４１億円、繰越財源を引いた実質
収支は約８億６千万円の黒字

企画総務委員会務委企画総務委員会
●一般会計決算審査
●国民宿舎特別会計決算審査
●一般会計決算審査
●国民宿舎特別会計決算審査
●●一般会計決算審査
●国民宿舎特別会計決算審査

建設環境委員会設環境委建設環境委員会
●一般会計決算調査
●水道・下水道企業会計決算審査
●国民健康保険特別会計決算審査
●後期高齢者医療特別会計決算審査

●一般会計決算調査
●水道・下水道企業会計決算審査
●国民健康保険特別会計決算審査
●後期高齢者医療特別会計決算審査

●●一般会計決算調査
●水道・下水道企業会計決算審査
●国民健康保険特別会計決算審査
●後期高齢者医療特別会計決算審査
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採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

（議長は表決に加わらない）

採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

（議長は表決に加わらない）
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採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

（議長は表決に加わらない）

採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

（議長は表決に加わらない）

議員 市立保育園の今後の運営方法はどのように
考えているか。

市 現在、市立保育園は２園あるが、民営化を進め１
園のみを残す計画である。しかし、待機児童の
問題もあるため、当面は現状の体制を維持する。
少子化が進んだ際には、見直しも必要と考える。

議員 豊井地区まちづくり整 備事業の令 和４年度
の状況はどうであったか。

市 令和4年度は課を新設し、体制を強化してきた。
事業も前倒しで加速化的に実施できている。

議員 国 民 宿 舎 大 城 の 修 繕 料や 備 品 購 入
費等を市が負担する場合の規定は。

市 契約には２０万円以上は市が負担する
という規定があるが、疑義のある場合
には指定管理者と市の協議で決定する
ことになる。

一般会計　質疑

国民宿舎特別会計　質疑
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田上茂好　下松児童の家３・４の建設など
は評価するが、実質収支比率は高くなって
いる。市民の要望に応えるような更なる施
策の実施が可能であったのではないか。公
共交通政策の遅れや会計年度任用職員の
多用は改善すべきである。

田上茂好　この特別会計は大城の収支を明

らかにした会計にする必要がある。また、緊

張感をもった運営を継続するためにも、利用

料金制をやめ、収受代行制などを採用し、売

上金を公金（税金）として維持すべきである。

磯部孝義　継続的なコロナ対応の中、高規
格救急車更新、児童の家開設、学校のトイレ
改修や特別教室への空調設置など、全体的
には総合計画で示された主要課題（防災、子
育てや教育環境等）を意識した事業が進め
られたと認識し、賛成する。

松尾一生　歳入に規定どおりの納付があ
り、歳出は各所点検修繕、樹木伐採など適切
な支出である。笠戸島開発センターは人事
を一新し、これまでの経験を踏まえた適切
な運営を目指している。これからもみんなで
大城を応援したい。

≪賛成意見≫

≪賛成意見≫

≪反対意見≫

≪反対意見≫

こんな意見が出ました。

こんな意見が出ました。

本会議へ
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令和４年度会計決算の認定について
令和４年度一般会計決算は歳入総額約２５３億
円、歳出総額約２４１億円、繰越財源を引いた実質
収支は約８億６千万円の黒字

企画総務委員会務委企画総務委員会
●一般会計決算審査
●国民宿舎特別会計決算審査
●一般会計決算審査
●国民宿舎特別会計決算審査
●●一般会計決算審査
●国民宿舎特別会計決算審査

建設環境委員会設環境委建設環境委員会
●一般会計決算調査
●水道・下水道企業会計決算審査
●国民健康保険特別会計決算審査
●後期高齢者医療特別会計決算審査

●一般会計決算調査
●水道・下水道企業会計決算審査
●国民健康保険特別会計決算審査
●後期高齢者医療特別会計決算審査

●●一般会計決算調査
●水道・下水道企業会計決算審査
●国民健康保険特別会計決算審査
●後期高齢者医療特別会計決算審査
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採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

採決の結果
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（議長は表決に加わらない）

採決の結果
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反対　×
欠席　欠

（議長は表決に加わらない）
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採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

（議長は表決に加わらない）

採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

（議長は表決に加わらない）

議員 宅 地 耐 震 化 推 進 事 業 の 内 容 は。 安 全
性は明らかになったのか。

市 宅地開発等で大規模に盛土した土地が、
地震時に地滑りを起こさないための調
査や工事をするものである。今回は危
険・安全の判定ではなく、着手の優先
順位について調査を行った。

議員 マイナ保険証が利用できる市内の医療
機関はどれくらいあるのか。

市 市内の医療機関の８割以上が読み取り機
の申請を済ませているものの、機械自体
の設置がまだという病院もある。

議員 野犬については苦情も多いが、頭数は
どうなっていると考えるか。

市 野犬の頭数は減少傾向であり、苦情につ
いても減ってきている。

議員 コロナ禍における受診控えの影響により
医 療 費 は 減 少 傾 向にあった が、 訪 問 看
護療養費は増加している。どう捉えてい
るか。

市 コロナの影響はここ数年非常に大きく出て
いるが、自宅で訪問看護を受ける医療ニー
ズは一定程度あり、それが訪問看護療養費
の伸びにつながっているのではないかと分析
している。

議員 今 後、 利 益 の 減 少 も見 込 まれるが、 水
道料金は維持できるのか。値上げの考え
はあるのか。

市 人口減少、節水型社会の進展等も考慮し、
施設の更新、改修を計画的に行っていく。
収支の均衡等を勘案して、それらが現在の
水道料金で賄うことができないということ
になれば、その事業計画に見合った適切な
料金を検討する。

一般会計　質疑

国民健康保険特別会計　質疑

水道事業会計　質疑
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田上茂好　この制度の加入者は、所得ゼロ

が5割を越えるなど経済的に厳しい人が

多く、慢性疾患、複数の疾患など病気の特

性にも違いがある。保険料の増加で受診抑

制や中断が起こる心配がある。老人福祉法

の趣旨に沿った制度の実現を求める。

柳瀬秀明　窓口業務等の真摯な対応で、収

納率９９．８１%と、前年度に続き１３市中１

位の高い収納率となっている。高い収納率に

裏打ちされた安定的な運営であり賛成する。

≪賛成意見≫≪反対意見≫

こんな意見が出ました。

本会議へ

企
画
総
務
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

福
祉
教
育
委
員
会

一
般
質
問
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福祉教育委員会福祉教育委福祉教育委員会
●一般会計決算調査
●介護保険特別会計決算審査
●一般会計決算調査
●介護保険特別会計決算審査
●●一般会計決算調査
●介護保険特別会計決算審査

守

田

村

田

斉

藤

木

原

渡

辺

田

上

柳

瀬

堀

本

藤

井

近

藤

浅

本

山

根
森

三

浦

松

尾

中

村

中

谷

永

田

磯

部

守

田

守

田

守

田

村

田

村

田

村

田

斉

藤

斉

藤

斉

藤

木

原

木

原

木

原

渡

辺

渡

辺

渡

辺

田

上

田

上

田

上

柳

瀬

柳

瀬

柳

瀬

堀

本

堀

本

堀

本

藤

井

藤

井

藤

井

近

藤

近

藤

近

藤

浅

本

浅

本

浅

本

山

根

山

根

山

根
森森森

三

浦

三

浦

三

浦

松

尾

松

尾

松

尾

中

村

中

村

中

村

中

谷

中

谷

中

谷

永

田

永

田

永

田

磯

部

磯

部

磯

部
〇〇〇欠

××

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇欠欠欠

××××××

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

（議長は表決に加わらない）

採決の結果
賛成　〇
反対　×
欠席　欠

（議長は表決に加わらない）

議員 保 育 士トライアル雇 用 補 助につ いて、
ここ数年実績ゼロが続いているがどう
か。

市 保育士トライアル雇用補助は、保育を
担う人材の確保を目的に実施している。
平成３０年に１人が利用し、その後実績
はないが、今後事業者にも周知をしな
がら利用が増えるよう努力していく。

議員 給 食の賄い材料費が１食あたり、小 学
校で５円、中学 校で４円 程 度 超 過して
いるが、給 食費で足りない分は公費で
充当している状況なのか。

市 現在、小学校が１食２５５円、中学校が１食
３０５円となっている。食材費高騰による
超過分は国からの地方創生臨時交付金
を充当している。

議員 民生委員の成り手不足が課題となって
いるが、令 和４年度の本 市の状 況はど
うか。

市 現在１１７名の定員に対し、欠員３名と
なっており、周りの方にもカバーして
いただいている状態である。

議員 認 定 調 査 員 の 人 数 は 当 初９名 の 予 定 で
あったが、結果的に８名体制であった。令
和４年 度の認 定 調 査 の 状 況はどうであっ
たか。

市 令和４年度は、前年度に比べて認定調査件数
も増えたこともあり、遠隔地等における
認定については、委託等を行うことで対応
した。

議員 令和４年度介護サービス全体において、給
付費の状況はどうか。

市 給付費の実績は、計画値と比べ、施設サー
ビスが86.1%、在宅サービスが88.4％で
あった。給付実績があまり伸びていないの
は新型コロナウイルス感染症の影響が大き
いと推測している。

一般会計　質疑

介護保険特別会計　質疑

〈
認
定
第
７
号
〉令
和
４
年
度
下
松
市
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定

介
護
・
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
し
た

提
供
　
　
　︿
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
﹀

渡 辺敏之　介護保険特別会計には、基金が

４億８千万円以上あり、令和４年度収支も

２億２千万円以上の黒字であった。生活に余裕の

ある被保険者ばかりではないことからも、基金の

積立額に目安を設け、介護保険料の負担が必要最

小限となるような運営でなければ、被保険者の納

得は得られない。

柳瀬秀明　介護保険料の収納率は９９．５%

と高く、県内でも高い水準で維持できている。

そのことが、介護・予防サービスの安定した

提供につながったと理解し賛成する。

≪賛成意見≫≪反対意見≫

こんな意見が出ました。

本会議へ
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　一般質問は、１２月１２日、１３日、１４日の３日間で行われ、１４人の議員が市政全般にわたる諸問題について
質問をしました。

令和5年12月定例会一般質問令和5年12月定例会一般質問

質問日 質　問　者 質　　問　　項　　目 掲載ページ

12月12日
（火）

山
やまね

根　栄
えいこ

子 １　下松市立地適正化計画（素案）を受けて今後の都市計画を問う。

8ページ
永
ながた

田　憲
のりお

男
１　國井市政の２期８年について
２　高齢者に優しいまちづくりについて

近
こんどう

藤　康
やすお

夫

１　國井市長の３選出馬の意志を問う。
２　「内からも外からも愛される下松市」にするための手立てについて
３　下松市地域公共交通計画に付け加えるべき課題について
４　市内企業による半導体製造装置の新製造棟建設（約２４５億円）と

その稼働に伴う影響について
9ページ

斉
さいとう

藤マリ子
こ １　下松市における不登校児童・生徒の実情と対応について

２　中学校部活動の地域移行について

田
たがみ

上　茂
しげよし

好
１　介護保険料の引き下げについて
２　地域公共交通計画の拡充について
３　市民の暮らしと営業を守る施策について

10ページ

12月13日
（水）

堀
ほりもと

本　浩
ひろし

司
１　下松市制施行８５周年の取組や考え方について
２　中学校部活動の地域移行について
３　生きづらさを抱える子ども達への対応について

三
みうら

浦　徹
てつや

也
１　中学校部活動の地域移行について
２　下松ブランド魚について

11ページ

浅
あさもと

本　輝
てるあき

明
１　地域のポテンシャル発掘による観光振興について
２　公民館からコミュニティセンターへの移行について

守
もりた

田　文
あやみ

美 
１　下松市「食」の自立支援事業廃止について
２　下松市多機能複合型スポーツ施設整備基本構想（案）及び下松市

体育施設（下松市温水プール・市民武道館）について 12ページ

渡
わたなべ

辺　敏
としゆき

之
１　中学校の部活動を地域に移行することについて
２　タブレットを活用するＩＣＴ教育について

12月14日
（木）

柳
やなせ

瀬　秀
ひであき

明
１　下松市の人口増への取組について
２　高齢者や障がい者への情報の環境整備について

13ページ

中
なかむら

村　隆
たかゆき

征
１　徳山下松港国際物流ターミナル整備事業の工期延長の現状と今後

の展望について
２　旧花岡保育園跡地利用に関する今後の対応について

森
もり

　　良
りょうすけ

介
１　地域包括ケアシステム構築について
２　高齢者等世帯に対するごみ出し支援について 14ページ

磯
いそべ

部　孝
たかよし

義 １　「未来へつなぐ」２０２４年度（令和６年度）以降の事業展開について

企
画
総
務
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

福
祉
教
育
委
員
会

一
般
質
問
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２
期
８
年
間
を
振
り
返
る
と
、
ま
ず
は

豪
雨
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
の
闘
い
に
陣
頭
指
揮
を
取
り
、
市
民

の
生
命
と
財
産
・
健
康
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
「
オ
ー
ル
下
松
」
で
こ
の
未
曽
有
の

事
態
を
何
と
か
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

　

公
約
に
つ
い
て
は
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」

や
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
な
ど
、
様
々
な

施
策
や
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
特
に
魅
力
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
公
式
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
く
だ

ま
る
の
誕
生
、
道
路
を
走
る
高
速
鉄
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ク
ル
ー
ズ
船
初
寄
港
と

いっ
た
下
松
な
ら
で
は
の
資
源
を
活
用
し

た
官
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
・
事
業
を
展
開
す
る

上
で
は
財
源
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
今
後

も
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
堅
持
し
、

先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
こ
の
下
松
を

確
実
に
将
来
の
世
代
へつ
な
ぐ
た
め
、「
住

み
よ
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち　

く
だ
ま
つ
」

を
実
現
す
る
た
め
に
努
め
て
い
き
た
い
。

公
約
に
掲
げ
た
政
策
は
成
し

遂
げ
ら
れ
た
の
か
？

國
井
市
長
の
２
期
８
年
間
は
、

平
成
30
年
の
７
月
豪
雨
災
害

や
、
世
界
中
で
大
流
行
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
で

あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
当
時
を
振
り

返
っ
て
ど
う
か
。
ま
た
、
そ
の
社
会

背
景
の
中
で
、
公
約
に
掲
げ
ら
れ
た

項
目
は
、
成
し
遂
げ
ら
れ
た
か
。
そ

し
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

永田　憲男

山根　栄子

（新生クラブ）

（鐵）

（
１
）人
口
減
少
の
到
来
を
踏
ま
え
、

医
療
・
福
祉
・
商
業
な
ど
の
生
活

利
便
施
設
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
施
設
を
維
持
し
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
本
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
高
齢
者
を
は
じ
め

と
す
る
市
民
が
自
家
用
車
に
過
度
に
頼
る

こ
と
な
く
、
公
共
交
通
に
よ
り
生
活

利
便
施
設
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
と
公
共
交
通
の
連
携

が
重
要
と
考
え
る
。
こ
の
計
画
策

定
は
、
国
か
ら
の
補
助
率
に
も
有
利

に
働
く
こ
と
か
ら
、
該
当
す
る
事
業

の
さ
ら
な
る
進
展
が
期
待
さ
れ
、
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
。

　
（
２
）
計
画
区
域
外
に
新
た
な
規
制

は
生
じ
な
い
が
、
建
築
内
容
に
よ
っ

て
は
計
画
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め

に
届
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

下
松
市
立
地
適
正
化
計
画

を
受
け
て
今
後
の
都
市
計

画
を
問
う

（
１
）な
ぜ
今
こ
の
計
画
が
必

要
な
の
か
。

　
（
２
）こ
の
計
画
で
は
、図
に
示
す

居
住
促
進
区
域
に
つ
い
て
、現
状
の

人
口
密
度
３
９
．５
人
／
ｈ
ａ
を
22

年
後
も
維
持
す
る
目
標
と
し
て
い

る
。人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
都
市

機
能
を
中
心
地
に
集
約
し
て
い
く

一
方
で
、計
画
区
域
外
に
新
た
な
規

制
が
生
じ
る
こ
と
と
な
ら
な
い
か
。

國井市政の２期８年について

立地適正化計画は市民の居住や
移転の自由を奪うのか？

市街化区域内の居住促進区域を示した図
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ウ
ン
ジ
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ル
ー
ム
等
の

多
様
な
学
び
の
場
を
確
保
し
、
個
に
応
じ

た
学
習
活
動
や
、
通
室
生
同
士
の
ふ
れ
あ

い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
職
場
体
験
は
主

体
的
な
進
路
選
択
や
社
会
的
自
立
の
一
助

と
し
て
も
行
う
意
義
は
大
き
い
と
捉
え
て

い
る
。中

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て

（
１
）
中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
の
手
続
や
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
（
２
）
地
域
移
行
に
よ
る
生
徒
へ
の

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

　
（
３
）
教
員
の
働
き
方
改
革
に
本
当

に
な
る
の
か
。

（
１
）
地
域
移
行
の
手
続
や
プ
ロ

セ
ス
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
活
動

の
受
皿
と
な
る
団
体
や
、
指
導
者
の

形
態
に
よ
り
様
々
で
あ
り
、
本
市
に

お
け
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
目
指
す

姿
や
要
件
を
定
め
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
登
録
の
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
（
２
）
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
活
動
が
、
地
域
に
お
い
て
継
続

し
て
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

　
（
３
）
学
校
部
活
動
が
地
域
に
移

行
し
た
場
合
、
時
間
的
な
負
担
が
軽

減
さ
れ
、
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

増
加
す
る
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
対
応
に
つ
い
て

（
１
）
全
国
30
万
人
近
く
の
不

登
校
児
童
・
生
徒
の
た
め
に
、

令
和
５
年
３
月
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ

ン
を
文
科
省
が
打
ち
出
し
た
。
下
松

市
で
も
不
登
校
児
童
数
は
５
年
で
約

２
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
不

登
校
が
増
加
し
て
い
る
の
か
。

　
（
２
）
不
登
校
児
童
に
関
し
て
、

未
然
防
止
の
取
組
や
、
学
び
の
場
の

確
保
、
職
場
体
験
の
実
施
が
必
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

（
１
）
本
市
の
令
和
４
年
度
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
小
学
生

36
人
、
中
学
生
１
３
３
人
と
増
加
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
加
え
て
、
無
気
力

や
不
安
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
等
が

多
く
な
っ
て
お
り
、
喫
緊
の
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

　
（
２
）
欠
席
し
た
生
徒
に
１
．
電
話

連
絡
２
．
家
庭
訪
問
３
．
チ
ー
ム
対

応
と
い
う
「
心
を
つ
な
ぐ
１
・
２
・
３

運
動
」
を
実
施
し
、
不
登
校
の
未
然

防
止
に
努
め
て
い
る
。
希
望
の
星
ラ 斉藤マリ子

近藤　康夫

（無所属）

（政友会）

で
あ
り
、
集
中
強
化
指
針
に
基
づ
き
、
機

動
的
か
つ
戦
略
的
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

尊
敬
す
る
政
治
家
や
経
営
者
は
、

誰
か
。
ま
た
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
問
う
。市

職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
間
の
４
人
の
市
長
で
あ
る
。

山
中
市
長
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の

方
向
性
を
、
藤
田
市
長
は
、
財
政
再

建
下
の
下
松
の
か
じ
取
り
を
、
河
村

市
長
は
、
下
松
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
尽
力
さ
れ
、
井
川
市
長
は
、

合
併
と
い
う
難
題
を
解
決
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
時
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
方
で
、
尊
敬

し
て
い
る
政
治
家
で
あ
る
。

　

私
は
、
今
後
も
、
先
人
た
ち
か
ら

学
ん
だ
教
訓
を
市
政
運
営
に
反
映
し

つ
つ
、
引
き
続
き
「
住
み
よ
さ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て

尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
る
。

國
井
市
長
の
３
選
出
馬
の

意
志
を
問
う

２
期
８
年
間
の
國
井
市
政
の

自
己
評
価
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

ま
た
、
残
さ
れ
た
課
題
は
、
何
か
。

２
期
８
年
間
の
自
己
評
価
に
つ
い

て
は
、
豪
雨
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
流
行
に
直
面
す
る
中
、
安
全
・

安
心
対
策
や
産
官
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

だ
。
子
育
て
支
援
で
は
、
こ
ど
も
未
来

部
を
創
設
し
、
子
ど
も
医
療
費
の
全
額

助
成
を
高
校
生
ま
で
に
拡
充
す
る
こ
と

を
決
断
し
た
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
に
よ
り
半
導
体
製
造
装
置
を
生
産
す

る
工
場
増
設
な
ど
企
業
誘
致
に
繋
が
っ

た
。
天
王
森
古
墳
の
形
象
埴
輪
群
は
、

本
市
の
歴
史
・
文
化
を
代
表
す
る
市
民

の
宝
と
し
て
大
き
く
期
待
し
て
お
り
、

今
後
、
専
門
員
を
配
置
し
、
学
術
的

価
値
を
高
め
る
こ
と
で
、
下
松
の
誇
り

と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

残
さ
れ
た
課
題
は
、
人
口
減
少
対
策

下松市における不登校児童・生徒の実情と対応について

龍が昇るが如く、一段と飛躍するまちに！

山
根
栄
子

永
田
憲
男

近
藤
康
夫

斉
藤
マ
リ
子

田
上
茂
好

堀
本
浩
司

三
浦
徹
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浅
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輝
明
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隆
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介護保険料の引き下げは十分可能

く
り
と
し
て
、
学
校
と
地
域
と
の
調
整
役

と
な
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
つ

い
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
実

施
主
体
を
統
括
す
る
運
営
団
体
を
設
置
・

連
携
し
、
様
々
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
く
。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
活
用
に
つ
い
て

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
供

た
ち
に
対
応
す
る
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
（
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
や

生
徒
指
導
、特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
管
理
職
、
Ｓ
Ｃ
（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
等
が
、
複
数
の

視
点
か
ら
そ
の
子
供
に
適
し
た
対
応

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
善

効
果
や
問
題
の
未
然
防
止
、
早
期
の

対
応
が
可
能
な
こ
と
か
ら
導
入
の

考
え
を
問
う
。

児
童
生
徒
が
抱
え
る
様
々
な
悩

み
に
気
づ
き
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
校
内
支
援
委
員

会
や
生
徒
指
導
の
ケ
ー
ス
会
議
等
で
複

数
の
教
員
に
よ
っ
て
協
議
を
行
い
、
場

合
に
よ
っ
て
は
Ｓ
Ｃ
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
等
の
専
門

家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

堀本　浩司

田上　茂好

（公明党）

（日本共産党）

し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
次
期
計

画
の
介
護
保
険
料
に
つい
て
は
、
基
金
を
有

効
活
用
し
て
急
激
な
値
上
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
慎
重
に
検
討
し
決
定
す
る
。

市
内
公
共
交
通
の
充
実
は

待
っ
た
な
し

高
齢
者
等
の
移
動
弱
者
が
一
番

困
っ
て
い
る
こ
と
は
何
な
の
か

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
ジ

タ
ル
化
は
大
切
だ
が
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
づ
ら
い
人
達
へ
の
対
策
が

重
要
で
あ
る
。
市
民
の
足
元
へ
交
通

機
関
を
近
づ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
進

め
る
の
か
を
問
う
。

公
共
交
通
の
維
持
確
保
と
高
齢

化
の
進
展
に
よ
る
移
動
手
段
の
確

保
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
今
年
度
は

笠
戸
島
地
区
に
お
い
て
、
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
を
行
う
。
今
後

も
交
通
事
業
者
等
と
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
本
市
の
実
情
に
沿
っ
た
公
共
交

通
の
構
築
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

黒
字
決
算
を
続
け
基
金
は

蓄
積介

護
保
険
料
は
３
年
ご
と
の
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
い
て

決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
過
去
12
年
間

毎
期
ご
と
に
値
上
げ
を
し
続
け
て
お
り
、

そ
の
額
は
県
内
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
一

方
、
介
護
保
険
事
業
の
財
政
状
況
は
、

平
成
27
年
度
以
降
は
毎
年
黒
字
決
算

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
介
護
給

付
費
準
備
基
金
は
５
億
円
に
も
な
ろ
う

と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
最
低
限
必
要

と
認
め
る
額
を
除
い
て
基
金
を
取
り
崩

し
、
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
に
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
目
的

は
、
想
定
以
上
の
急
激
な
介
護

給
付
費
の
歳
出
が
生
じ
た
場
合
等
に

保
険
料
を
値
上
げ
せ
ず
、
円
滑
な
財
政

運
営
を
行
う
た
め
の
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
決
算
収
支
が
黒
字
の
年
度
は
翌
年

度
に
繰
り
越
し
、
基
金
に
積
み
立
て
て

い
る
。
今
後
も
高
齢
者
数
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
か
ら
、
介
護
給
付
費
は
増
大

生きづらさを抱える子供たちの対応について

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て

部
活
動
は
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

芸
術
活
動
な
ど
を
通
じ
た
学
び

の
場
と
し
て
子
供
た
ち
の
健
全
育
成

に
大
き
な
役
割
を
担
う
。
地
域
移
行

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
学
校
と

地
域
の
調
整
に
当
た
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
、
地
域
団
体
の
運
営
費

助
成
、
指
導
者
の
配
置
と
養
成
、

困
窮
家
庭
の
経
費
の
負
担
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
事
務
局
の
設
置
に
つ
い

て
考
え
を
問
う
。

国
や
県
の
方
針
を
踏
ま
え
、

３
年
間
を
移
行
推
進
期
間
と

し
環
境
整
備
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
る
。
実
施
主
体
へ
の
助
成
、

適
切
な
指
導
者
の
確
保
、
困
窮
家

庭
の
経
費
負
担
な
ど
新
た
な
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
を
展
開
し
て
い
く
上

で
、
課
題
は
数
多
く
あ
り
、
持
続

可
能
な
運
営
の
た
め
に
、
支
援
が

必
要
な
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
体
制
づ

令和６年２月1日 1010



（
１
）
西
日
本
有
数
の
形
象
埴
輪
群

が
出
土
し
た
天
王
森
古
墳
の
よ
う

な
、
古
代
か
ら
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る

史
跡
に
関
連
し
た
古
墳
時
代
の
広
域
遺
跡

群
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
や
、
歴
史
あ
る
き
つ

ね
の
嫁
入
り
の
全
国
展
開
な
ど
は
さ
ら
な

る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
る
。
地
域
間
交
流

の
促
進
に
つい
て
は
、
本
市
の
新
た
な
魅

力
の
発
掘
や
観
光
資
源
の
活
用
を
検
討

す
る
中
で
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

　
（
２
）
道
の
駅
設
置
の
計
画
は
現
在

な
い
が
、
本
市
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
た

機
能
に
つい
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

公
民
館
の
予
約
申
請
に
つ
い
て

公
民
館
を
使
用
す
る
場
合
は

事
前
の
申
請
が
必
要
で
あ
る

が
、
土
日
休
日
に
は
受
付
を

し
て
お
ら
ず
、
予
約
が
で
き
な
い
。

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、

ネ
ッ
ト
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
申
請

の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

本
市
で
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
民
館
や
体
育
施
設
等
で
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
予
約
申
請
が
で
き
る
よ
う
に

前
向
き
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

広
域
遺
跡
群
サ
ミ
ッ
ト
に

つ
い
て
、道
の
駅
の
登
録
・

設
置
に
つ
い
て

（
１
）
近
隣
地
域
と
古
墳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
文
化
財

保
護
意
識
の
高
揚
、
近
隣
地
域
と

の
交
流
や
全
国
の
古
墳
フ
ァ
ン
に

紹
介
す
る
広
域
遺
跡
群
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
を
し
て
は
ど
う
か
。

（
２
）
道
の
駅
は
、
地
域
産
物
の
販
路

拡
大
、休
憩
機
能
、情
報
発
信
機
能
、

地
域
連
携
機
能
を
持
つ
。
地
域
経
済

活
性
化
の
た
め
に
道
の
駅
を
設
置

し
、
第
６
次
産
業
を
育
成
支
援
す
る

考
え
を
問
う
。

浅本　輝明

三浦　徹也

（政友会）

（新生クラブ）

下
松
市
産
の
魚
の
ブ
ラ
ン
ド

化
で
交
流
人
口
の
拡
大
を
！

下
松
市
産
の
魚
の
消
費
拡
大
や
、

魚
を
用
い
た
交
流
人
口
増
加
の

た
め
に
は
、
魚
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を

問
う
。下

松
市
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で

は
笠
戸
ひ
ら
め
、
笠
戸
の
と
ら

ふ
ぐ
、
笠
戸
の
さ
ば
等
を
養
殖
し
て

お
り
、
技
術
の
更
な
る
向
上
の
た
め
、

試
験
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
最
大
限
活
用
し
、

つ
く
り
育
て
る
栽
培
漁
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
県
内
外
へ
の
情
報
発
信
を

継
続
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

の
今
は
？

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

10
月
に
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
関
係
団

体
の
方
と
中
学
校
区
ご
と
に
意
見

交
換
会
を
開
催
し
、
諸
課
題
な
ど
様
々

な
意
見
の
共
有
が
で
き
た
。
現
在
は
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
移
行
の
た
め
の
推
進

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

実
施
主
体
を
統
括
す
る
運
営
団
体
に
つ

い
て
は
、
運
動
部
は一
般
財
団
法
人
下
松

市
施
設
管
理
公
社
を
、
文
化
部
は
公
益

財
団
法
人
下
松
市
文
化
振
興
財
団
を
考

え
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
地
域
や

学
校
と
連
携
し
、
環
境
づ
く
り
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

中学校部活動の地域移行について
下松市ブランド魚について

地域の観光振興と公民館について
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子
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憲
男

近
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中
学
校
で
の
部
活
動
を
地
域

に
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
部
活
動
を
中
学
校
で

や
る
こ
と
は
、
当
た
り
前
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
国
が
突
然
「
教

員
の
働
き
方
改
革
」
と
し
て
、
部
活

動
の
地
域
移
行
の
方
針
を
打
ち
出
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
保
護
者
等
か
ら

は
、
疑
問
や
不
安
の
声
が
出
て
い
る
。

地
域
移
行
後
も
、「
部
活
は
教
育
の
一

環
で
あ
る
」
こ
と
を
明
確
に
し
、
そ

の
受
皿
づ
く
り
と
運
営
に
、
行
政
が

責
任
を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

部
活
動
の
地
域
移
行
は
、
教
員

の
働
き
方
改
革
の
一
環
で
あ
る

が
、
部
活
動
が
中
学
校
教
育
の一
環
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
指
導
者

の
安
定
的
な
確
保
や
、
活
動
場
所
と
備

品
等
の
確
保
、
送
迎
対
策
、
必
要
な
経

費
を
ど
う
す
る
か
と
いっ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
多
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
つ
い
て

５
年
程
前
か
ら
、
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
貸
与
さ
れ
、
学
校
の

授
業
で
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

数
年
前
に
東
北
大
学
と
仙
台
市
教
育
委

員
会
の
共
同
研
究
で
、「
子
ど
も
の
脳
に

与
え
る
影
響
は
大
」
と
の
結
果
が
発

表
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
Ｉ
Ｔ
の

先
進
国
と
さ
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

「
児
童
の
読
解
力
が
低
下
し
た
」
と

の
理
由
で
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
か
ら

紙
の
教
科
書
に
戻
し
た
と
の
報
道
も

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
、

安
易
な
I
T
活
用
は
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

子
ど
も
た
ち
の
意
見
交
換
や
発

表
の
質
の
向
上
の
面
な
ど
に
お

い
て
、
個
に
応
じ
た
効
果
的
な
指
導
が

で
き
て
お
り
、「
勉
強
に
役
立
っ
て
い

る
」
と
実
感
す
る
子
ど
も
が
増
加
し

て
い
る
。
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
は
、

家
庭
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

新
温
水
プ
ー
ル
、
総
額

い
く
ら
か
か
る
の
か

多
機
能
複
合
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

基
本
構
想
案
が
公
表
さ
れ
た
。
温
水

プ
ー
ル
の
他
に
柔
道
場
・
剣
道
場
・
弓
道

場
も
複
合
し
、
令
和
10
年
度
中
の
完
成
を

予
定
し
て
い
る
。
他
方
で
本
市
の
人
口
は

令
和
２
年
か
ら
減
少
し
、
20
年
後
に
は

現
在
か
ら
20
％
減
の
４
万
５
７
８
２
人
と

な
り
、
財
政
は
厳
し
く
な
る
見
通
し
で

あ
る
。
ま
た
、
周
南
市
も
令
和
８
年

に
大
規
模
な
屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
開

業
予
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
に
お
い
て
、
新
温
水
プ
ー
ル
の
概
算

費
用
、
集
客
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん

で
い
る
か
を
問
う
。
ま
た
、
立
地
は

現
温
水
プ
ー
ル
の
あ
る
恋
路
と
な
っ
て

い
る
が
、
西
柳
の
市
民
体
育
館
の
方

が
鉄
道
バ
ス
の
面
に
お
い
て
適
切
で
は

な
い
か
。新

施
設
の
建
設
費
が
29
億

円
、
設
計
費
・
工
事
管
理
費

が
２
億
円
、
駐
車
場
等
の
付
帯
工
事

費
が
５
千
万
円
、
現
温
水
プ
ー
ル
の

解
体
費
用
は
１
億
８
千
万
円
、
合
計

33
億
３
千
万
円
の
見
通
し
で
あ
る
。
参

考
と
し
て
現
温
水
プ
ー
ル
の
修
繕
費
は

２
億
４
千
万
円
、
維
持
管
理
費
に
あ

た
る
指
定
管
理
料
は
平
成
31
年
度
で

８
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
及
び
集
客
見
込
み
に
つい
て
は
ま

だ
計
算
で
き
て
い
な
い
。
立
地
に
つい
て

は
恋
路
が
適
切
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
等
在
宅
支
援
事
業

「
配
食
事
業
」廃
止
に
つ
い
て

本
市
で
は
在
宅
高
齢
者
等
の

支
援
と
し
て
配
食
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
自
己
負
担
額
４
０
０

円
～
５
０
０
円
で
利
用
で
き
、
支
援

対
象
者
は
買
い
物
や
調
理
が
困
難

で
、
介
助
が
必
要
な
状
態
に
あ
り
、

家
族
か
ら
の
援
助
が
見
込
め
な
い

人
で
あ
る
。
こ
の
事
業
を
令
和
６
年

３
月
末
で
廃
止
す
る
と
発
表
さ
れ
た

が
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
本

事
業
を
な
ぜ
廃
止
す
る
の
か
。
継
続

で
き
な
い
の
か
を
問
う
。

本
事
業
開
始
後
、
介
護
保
険

制
度
が
始
ま
り
、
民
間
の
宅
配

給
食
事
業
者
も
増
え
た
こ
と
か
ら
、
本

事
業
の
役
割
は
果
た
せ
た
。
今
年
度
で

事
業
は
廃
止
す

る
が
、
次
年
度

以
降
の
新
た
な
事

業
展
開
を
図
る
べ

く
鋭
意
検
討
を

進
め
て
い
く
。

渡辺　敏之

守田　文美

（日本共産党）

（無所属）
高齢者向け配食事業廃止
温水プール・武道館の今後

「住民こそ政治の主人公」
市民が納得できる行政の運営を
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古
代
か
ら
の
天
然
の
良
港
の

今
後
の
動
向
は
？

（
１
）
平
成
23
年
に
徳
山
下
松

港
が
国
か
ら
国
際
バ
ル
ク
戦
略

港
湾
に
選
定
さ
れ
て
12
年
が
経
過
し
て

い
る
。
当
初
の
計
画
で
は
、
本
年
度
下

松
港
の
桟
橋
工
事
完
了
予
定
で
あ
っ

た
が
、
工
期
の
延
長
が
発
表
さ
れ
た
。

現
状
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

　
（
２
）
歴
史
的
に
は
、
下
松
は
古
代

か
ら
天
然
の
良
港
が
あ
り
、
発
展
し
て

き
た
こ
と
が
考
察
さ
れ
る
が
、
こ
れ

を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

げ
て
は
ど
う
か
。

（
１
）
国
は
平
成
28
年
に
徳
山

下
松
港
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
事
業
を
直
轄
事
業
と
し
て
採
択

し
た
。
完
了
年
度
は
令
和
５
年
度
と
さ

れ
て
い
た
が
、
徳
山
下
松
港
全
体
と
し

て
は
、
令
和
10
年
度
へ
工
期
が
延
伸
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
引
き
続
き
、
徳
山

下
松
港
全
て
の
関
連
港
湾
整
備
事
業
が

円
滑
に
進
捗
し
、
供
用
開
始
後
は
海
上

輸
送
コ
ス
ト
削
減
等
事
業
効
果
が
早
期
に

発
現
さ
れ
る
よ
う
国
に
要
望
し
た
い
。

　
（
２
）
古
代
か
ら
受
け
継
が
れ
、
今
な
お

進
化
を
続
け
る
下
松
の
港
に
誇
り
を
持
ち
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

旧
花
岡
保
育
園
跡
地
利
用

に
関
す
る
今
後
の
対
応
に

つ
い
て旧

花
岡
保
育
園
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
３
月
13
日
に
関

連
地
区
12
団
体
か
ら
要
望
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
地
元

へ
の
回
答
書
も
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

改
め
て
早
急
な
解
体
と
撤
去
が
必
要

と
考
え
、
市
の
方
針
を
問
う
。

旧
花
岡
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
老
朽
化
や
耐
震
性
が
な

い
こ
と
か
ら
解
体
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
今
年
度
は
解
体
に
向
け
た
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
早
期
解
体
工
事
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
。
跡
地
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

要
望
を
踏
ま
え
、
当
面
、
隣
接
す
る

花
岡
公
民
館
の
駐
車
場
と
し
て
の
利
用

を
考
え
て
い
る
。

窓
口
で
の
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

活
用
に
つ
い
て

高
齢
者
や
難
聴
を
抱
え
る
方
の
中
に

は
、
窓
口
で
会
話
す
る
際
、「
マ
ス

ク
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
で
聞
こ
え
づ
ら

く
、
大
事
な
話
が
し
づ
ら
い
」
と
い
っ
た
声

も
あ
る
。
現
在
、
窓
口
に
は
耳
マ
ー
ク
を

表
示
し
て
お
り
、
筆
談
等
で
対
応
す
る
方

法
も
あ
る
が
、
他
市
で
も
採
用
し
て

い
る
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
導
入
し
、

聞
こ
え
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
へ
の
窓
口

対
応
を
拡
充
し
て
は
い
か
が
か
。

現
在
窓
口
で
は
、
耳
マ
ー
ク
の

指
差
し
で
、
職
員
が
筆
談
で

対
応
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
集
音

拡
声
器
等
の
補
助
具
も
窓
口
に
設
置

し
て
い
る
。
議
員
提
案
の
耳
付
近
を

振
動
さ
せ
て
音
を
伝
え
る
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
情
報

伝
達
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

今
後
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

下
松
市
の
人
口
増
へ
の
取
組

に
つ
い
て

本
市
人
口
は
、
令
和
５
年
３

月
末
に
は
５
万
７
千
人
を
切

り
、減
少
傾
向
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

人
口
減
少
対
策
の
集
中
強
化
指
針
を

策
定
し
、
人
口
増
へ
の
集
中
的
取
組

を
進
め
て
い
る
。
そ
こ
で
本
市
の
若

者
の
流
出
を
抑
制
し
、
本
市
へ
の
移

住
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
取
組
と
し

て
、
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
、
保
育

士
等
就
労
促
進
給
付
事
業
、
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
の
導
入
に
つ
い
て

問
う
。本

市
の
課
題
と
し
て
、
若
い

世
代
の
定
住
促
進
、
特
に
若

い
女
性
の
定
着
、
還
流
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
企
業
誘
致
や
就

業
、
移
住
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
社

会
増
に
つ
な
が
る
人
口
減
少
対
策
集

中
強
化
プ
ラ
ン
の
検
討
を
進
め
て
お

り
、
議
員
提
案
の
制
度
・
事
業
に
つ
い

て
も
、
他
市
の
事
例
を
参
考
に
、
調
査
、

研
究
し
て
い
く
。

中村　隆征

柳瀬　秀明

（新生クラブ）

（公明党）

高齢者や障害者への情報の環境整備について

徳山下松港国際物流ターミナル整備事業の
工期延長について

山
根
栄
子

永
田
憲
男

近
藤
康
夫

斉
藤
マ
リ
子

田
上
茂
好

堀
本
浩
司

三
浦
徹
也

渡
辺
敏
之

浅
本
輝
明

中
村
隆
征

森
　
良
介

磯
部
孝
義

行
政
視
察
報
告

守
田
文
美

柳
瀬
秀
明
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世帯数は増え人口が減少している

古（いにしえ）から今へ ともに創る未来を
「温故創新」

地域包括ケアシステム構築について
高齢者等世帯に対するごみ出し支援について

磯部　孝義

森　良介

（新生クラブ）

（新生クラブ）

　
（
２
）全
庁
的
な
調
整
会
議
で
の
検
討
を

も
と
に
市
地
域
創
生
本
部
で
概
要
を
承
認

し
た
。社
会
増
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
、企
業
誘
致
、就
業
支
援
、移
住
支
援
、

子
育
て
環
境
整
備
、市
街
地
整
備
の
取
組
項

目
を
設
定
し
、予
算・内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

（
３
）質
（
安
全
性
の
確
保
）・
量
（
統

廃
合
や
複
合
化
）・コ
ス
ト
（
中
長
期

的
な
維
持
改
修
経
費
把
握
）・
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
か
ら
総
量
の
適
正
化
や
施

設
の
長
寿
命
化
と
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の

平
準
化
に
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
４
）母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
一
体

的
な
相
談
支
援
や
、子
育
て
環
境
の
整

備
を
進
め
て
き
た
。次
年
度
以
降
は
国

の
施
策
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
や
待
機
児

童
対
策
等
、子
育
て
支
援
の
更
な
る
充

実
に
取
組
む
。（
５
）「
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
」「
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
ま
ち
」「
子
ど
も

の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
」に
つ
な
が
る

事
業
を
「
オ
ー
ル
下
松
」で
展
開
し
た
い
。

２
０
２
５
年
を
前
に
ご
み
出
し

支
援
問
題
を
ど
う
考
え
る
か

２
０
２
５
年
問
題
の
中
に
は
、高
齢

者
等
の
ご
み
出
し
問
題
も
含
ま
れ

て
い
る
。高
齢
者
等
世
帯
が
安
心
し
て
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、地
域
づ
く
り
を
展
開
す
る
必

要
が
あ
る
。本
市
と
し
て
、増
加
す
る

高
齢
者
等
世
帯
へ
の
ご
み
出
し
支
援

の
必
要
性
、重
要
性
を
ど
う
考
え
、

２
０
２
５
年
を
め
ど
に
、ど
う
な
っ
て

い
る
こ
と
が
理
想
と
考
え
る
か
。持

続
可
能
な
支
援
を
行
う
に
は
、特
定

財
源
や
一
般
財
源
で
、市
が
手
掛
け
て

い
く
こ
と
が
円
滑
だ
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

本
市
の
高
齢
者
等
世
帯
へ
の
ご

み
出
し
支
援
と
し
て
は
、65
歳

以
上
、ま
た
は
、障
害
の
あ
る
方
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
を
対
象
に
、有
料
で

大
型
ご
み
の
戸
別
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

一
部
の
地
域
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

等
に
お
い
て
も
「
現
時
点
で
は
親
族
や

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、ご
み
出

し
が
可
能
で
あ
る
が
、将
来
的
に
は
不

安
が
あ
る
」と
の
回
答
が
い
く
つ
か
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、今
後
も
高
齢
化
が
進

む
中
、ご
み
出
し
支
援
の
体
制
づ
く
り

は
、近
い
将
来
の
行
政
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。引
き
続
き
、高
齢
者

等
世
帯
が
安
心
し
て
自
宅
で
生
活
で

き
る
よ
う
、他
市
の
事
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
と
の
連

携
等
、本
市
の
実
情
に
合
っ
た
支
援
の

在
り
方
を
検
討
す
る
。

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

次
年
度
以
降
の
事
業
展
開

（
１
）４
月
に
市
長
選
が
あ
る

た
め
「
骨
格
予
算
」と
な
る
令
和

６
年
度
の
予
算
編
成
の
基
本
方
針
を

問
う
。（
２
）人
口
減
少
対
策
集
中
強
化

プ
ラ
ン
の
展
開
状
況
を
問
う
。（
３
）公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
（
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
に
沿
っ
た
全
体
調

整
等
）状
況
を
問
う
。（
４
）子
育
て
環

境
の
整
備
や
経
済
的
支
援
の
充
実
（
こ

ど
も
未
来
部
新
設
後
の
進
化
や
今
後

の
重
要
ポ
イ
ン
ト
等
）の
動
き
を
問
う
。

（
５
）市
制
施
行
85
周
年
事
業
の
考
え

方
を
問
う
。

（
１
）義
務
的
な
経
費
を
中
心

と
す
る
骨
格
予
算
と
な
る
が
、

次
世
代
に
確
実
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

の
編
成
と
し
て
い
る
。人
口
減
少
に
よ
る

市
税
へ
の
影
響
が
見
通
せ
な
い
中
、電
気

ガ
ス
料
金
や
建
設
に
係
る
資
材
・
労
務

費
等
の
高
騰
が
予
測
さ
れ
経
費
の
負
担

が
増
加
す
る
見
込
み
で
、今
ま
で
以
上
に

厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
・
強
化

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
、「
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
」と
い
う
観
点
か
ら
、訪
問

看
護
や
訪
問
診
療
、看
取
り
に
応
じ

て
く
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
・

強
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。連
携

は
取
れ
て
い
る
か
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
お
い
て
は
、医
療
・
介
護
・

予
防
・住
ま
い
・生
活
支
援
等
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。本
市
で
は
、医
療
・
介
護

の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、関
係
団
体

の
協
力
の
も
と
協
議
を
重
ね
、多
職
種

に
よ
る
勉
強
会
等
の
取
組
を
行
い
、顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
を
は
じ
め
と
し
た
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

人口・世帯数の月別推移のグラフ
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令和５年度の各常任委員会の行政視察について掲載します。
詳しい内容については、３月に行われる行政報告会で報告されます。

行政視察報告

企画総務委員会

建設環境委員会

福祉教育委員会

● １１月６日（月）
　「地域交流施設「せきてらす」について」
　（岐阜県関市）

● １１月７日（火）
　「地域公共交通について」（愛知県知多市）

● 委員長　堀本　浩司 ● 副委員長　磯部　孝義 ● 委員　近藤　康夫 ● 委員　田上　茂好
● 委　員　松尾　一生 ● 委　　員　森　　良介 ● 委員　山根　栄子

派　遣　委　員

● １１月７日（火）
　「官民連携によるマイクロ水力発電設備の
導入について」（奈良県香芝市）

● １１月８日（水）
　「ふれあいサポート収集について」
　（大阪府堺市）

● 委員長　永田　憲男 ● 副委員長　藤井　　洋 ● 委員　金藤　哲夫
● 委　員　斉藤マリ子 ● 委　　員　村田　丈生 ● 委員　守田　文美

派　遣　委　員

● １１月８日（水）
　「特別支援教育事業について」（岡山県玉野市）

● １１月９日（木）
　「部活動の地域移行について」（兵庫県播磨町）

● 委員長　浅本　輝明 ● 副委員長　中谷　司朗 ● 委員　中村　隆征
● 委　員　三浦　徹也 ● 委　　員　柳瀬　秀明 ● 委員　渡辺　敏之

派　遣　委　員

※報告後、ホームページにも掲載予定です。

山
根
栄
子

永
田
憲
男

近
藤
康
夫

斉
藤
マ
リ
子

田
上
茂
好

堀
本
浩
司

三
浦
徹
也

渡
辺
敏
之

浅
本
輝
明

中
村
隆
征

森
　
良
介

磯
部
孝
義

行
政
視
察
報
告

守
田
文
美

柳
瀬
秀
明
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今後の議会の予定

　コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
の
た
め
、
マ
ス

ク
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
マ
ス
ク
越
し
で
は
意
思
疎
通
が

難
し
い
こ
と
を
実
感
さ
れ
た
方
は
少
な

く
な
い
と
思
い
ま
す
。
率
直
に
意
見
を

交
換
す
る
こ
と
を
抜
き
に
は
、
信
頼

関
係
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。

　市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
や
願
い
に

応
え
る
政
治
や
行
政
、
議
会
の
運
営

の
た
め
に
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
に
つ

い
て
も
、
　皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。（

と
し
ゆ
き
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

　山

　根

　栄

　子

副
委
員
長

　柳

　瀬

　秀

　明

委

　員

　木

　原

　愛

　子

〃

　
　藤

　井

　
　
　洋

　〃

　
　三

　浦

　徹

　也

　〃

　
　渡

　辺

　敏

　之

　（五
十
音
順
）

編

　集

　後

　記

表

紙

の

写

真

　下
松
高
校
か
ら
表
紙
写
真
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。下
松
高
校
美
術
部
に
よ
る
笠
戸

島
家
族
旅
行
村
の
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
制
作

の
様
子
で
す
。記
念
写
真
に
ぴ
っ
た
り
の

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
！

編集／広報広聴委員会（☎45-1874） 　印刷／睦美マイクロ株式会社

職場体験を受け入れました
１１月１６日（木）に下松中学校の生徒２名が職場体験に来ました。
議場でカメラやマイクの操作、模擬議会の体験をし、最後に議員と意見交換をしました。

14日（水）…… 本会議（初日）
15日（木）…… 委員会（５年度審査）
19日（月）…… 本会議
21～26日…… 一般質問
28～29日…… 委員会（６年度審査）

４～12日…… 委員会（６年度審査）
22日（金）…… 本会議（最終日）

※正式な日程は議会運営委員会で決定しますので、変更になる場合があります。

２月 ３月

議場で市長答弁
を模擬体験
しました

議場体験後
議員と意見交換
しました

令和６年２月1日 1616


